
公務員特集
公共の福祉の増進と国民を守ることを使命とする、
全体の奉仕者。第一関門の筆記試験突破には、1年
次からの計画的学修が大切。

公務員の仕事は、国民に寄り添い、国民の盾となり、時として危険に立ち向かうこともあ
ります。公共の福祉の増進と国民を守ることを使命とし、公務員一人ひとりが責任を全う
し、国家の安全と国民の幸福追求に寄与します。

公務員は国の行政機関である中央官庁や地方機関である出先機関で働く「国家公務員」と
各都道府県庁や市役所、消防署、警察署、公立学校などで働く「地方公務員」の大きく２
つに分かれます。さらに国家公務員は「総合職」「一般職」「専門職」に分けられ、行政
府・司法府・立法府の各国家機関で働くスペシャリストを目指します。一方で地方公務員
は地方の公務に従事する職業です。地域密着型で住民の生活にかかわる仕事や人々の生活
を支える仕事を行います。

国家公務員

総合職

いわゆる「キャリア公務員」で
す。本省庁（霞が関）勤務を中
心に、省庁によっては2～3年で
転勤することもあります。
政策立案、法案作成、予算編成
などに携わります。

本省庁（霞が関）または地方機
関（出先機関）での勤務となり、
省庁をまたいだ転勤はありませ
ん。政策の実行、企画立案を支
える立場になります。

特定の行政分野で勤務をする専
門職です。「国税専門官」「入
国警備官」「労働基準監督官」
などが挙げられます。

地方公務員

地方上級職 市町村 警察官・消防官

大卒程度の都道府県・政令指定
都市・特別区（東京23区）の職
員を指します。3～5年ごとに異
動があり、様々な職務をこなし
ます。都道府県全体で統一すべ
き業務など広域的な行政サービ
スを担います。

政令都市以外の市役所、町役場、
村役場の職員を指します。事務
系と技術系の2つの職種にわか
れます。地域住民の行政窓口と
して戸籍住民登録など基礎的な
行政サービスを担います。

いわゆる「公安系公務員」
です。管轄する地域住民を犯
罪・事故・災害などから守るこ
とを使命としています。

公務員講座では、４年次に受験する公務員採用試験の第一関門となる「筆記試験の突破」
を目標として学修します。１年次は特につまずきやすい数的処理（数的推理・判断推理・
空間把握・資料解釈）を中心に学修し、２年次秋学期から志望別コース（国家一般・地方
上級、市役所・消防、警察官）ごとに具体的な対策を行います。

公務員の仕事

公務員の種類

公務員講座の概要

一般職 専門職


